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総務省国立研究開発法人審議会 情報通信研究機構部会（第45回） 

 

１ 日  時  令和６年５月22日（水）10時00分～12時00分 

 

２ 場  所  WEB会議による開催 

 

３ 出 席 者 

（１）委員 

尾家委員（部会長）、大場委員（部会長代理）、尾辻委員、若林委員 

（以上４名） 

（２）専門委員 

橋本専門委員、前原専門委員、村瀬専門委員、森井専門委員、森田専門委員 

（以上５名） 

（３）総務省 

豊嶋大臣官房審議官（国際技術、サイバーセキュリティ担当）、 

井幡国際戦略課長、川野技術政策課長、津幡技術政策課技術革新研究官、 

横谷技術政策課課長補佐 

（４）国立研究開発法人情報通信研究機構 

徳田理事長、新田理事 

 

４ 議  題 

（１） 国立研究開発法人情報通信研究機構の業務実績評価の進め方について 

（２） 令和５年度における国立研究開発法人情報通信研究機構の業務実績について 
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開  会 

【尾家部会長】  皆さん、おはようございます。それでは、ただいまから第４５回総務

省国立研究開発法人審議会情報通信研究機構部会を開催いたします。 

 本日は御多忙のところ御参集いただきまして、誠にありがとうございます。 

 初めに本日の会議の定足数でございますが、委員４名中３名が出席されており、定足数

を満たしております。 

 また、国立研究開発法人審議会規則第７条第１項及び第２項の規定によりまして、会議

は公開とし、また議事録及び配付資料も公開といたします。 

 本日は令和６年度に入りまして初めての部会です。開催に先立ちまして、豊嶋大臣官房

審議官に御挨拶をいただきたいと存じます。よろしくお願いいたします。 

【豊嶋審議官】  おはようございます。官房審議官の豊嶋でございます。本日は、尾家

部会長はじめ、委員、専門委員の皆様にはお忙しい中御参加をいただきまして、誠にあり

がとうございます。また、日頃より情報通信行政に御理解と御協力をいただきまして、こ

の場をかりて厚く御礼を申し上げます。 

 また、先週の金曜日でございましたが、大変お忙しい中でございましたけれども、ＮＩ

ＣＴの神戸の未来研究所の御視察、多くの委員の方に御参画をいただきまして、誠にあり

がとうございました。遠方のところながら、じっくり視察すると３時間、その後さらに御

意見を交換していただく時間まで頂戴をしまして、本当に感謝をしております。少しでも

ＮＩＣＴでの研究の現場での研究の状況とか、研究員の方とも意見交換する機会を設けて

いただくことができまして、ＮＩＣＴに対しても誠に感謝を申し上げるとともに、委員の

皆様方の貴重な時間を頂戴したことに大変感謝を申し上げたいと思います。 

 さて、今年度最初の部会の開催に当たりまして、一言御挨拶を申し上げたいと思います。

次世代の情報通信インフラでございますＢｅｙｏｎｄ５Ｇでは、サイバーセキュリティ、

量子暗号、あと、最近では特に進化が著しくて、インターネットに匹敵する技術革新とも

言われておりますけれども、生成ＡＩなど、ＮＩＣＴが活躍する研究のフィールドという

のは、政府の科学技術イノベーション政策の中でも、その実現の重要性はますます増して

いるところでございます。政府におきましても、我が国の科学技術イノベーションを支え

国家的重要課題に戦略的に対応していくための中核的な機関として、国立研究開発法人の

機能強化を図ることとされております。ＮＩＣＴの優れた研究開発成果を生み出し、その

社会展開を図り社会課題の解決あるいは国際競争力の強化につなげ、その存在感を一層高
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められますよう、皆様におかれましては厳正な評価をいただきたく、加えて御指導、御助

言を賜れれば幸いでございます。 

以上、簡単でございますが、私からの挨拶とさせていただきます。本日はどうぞよろし

くお願いいたします。 

【尾家部会長】  豊嶋審議官、ありがとうございました。 

 今年度は委員及び専門委員の異動はございません。また、部会の名簿は、資料、参考情

部４５－１のとおりでございます。なお、総務省側にもＮＩＣＴ側にも、人事異動はない

と伺っております。 

 それでは、事務局から、配付資料の説明、進行の注意事項、本日の出席者の御紹介をお

願いいたします。 

【横谷補佐】  事務局の総務省技術政策課の横谷と申します。本日はどうぞよろしくお

願いいたします。 

 先立ちまして、本日は委員４名中４名が出席となりました。 

 それでは、本日の配付資料の確認から始めます。資料は電子ファイルでお送りしており

ます。議事次第は情部４５－０でございます。こちらの２ページ目に資料一覧を掲載して

おります。上部４５－１が機構の業務実績評価の方針、４５－２が機構における最近の取

組、４５－３は令和５年度における機構の業務実績の概要です。参考資料として、情部４

５－１から４５－５まで、それぞれ本部会の名簿、今期の中長期目標と中長期計画、令和

５年度業務計画、また、独立行政法人の評価に関する指針をお送りしております。御確認

よろしいでしょうか。なお、資料はこのように画面投映も行います。 

 次に、進行についての御案内です。通常、マイクはミュート、画面はオフとし、御発言

の際はＷｅｂｅｘのチャット機能または挙手ボタンを御使用いただき、部会長の御指名の

後、お名前をおっしゃってから御発言をお願いいたします。 

 次に、本部会の事務局である総務省の出席者でございます。御挨拶ありました豊嶋官房

審議官、井幡国際戦略課長、川野技術政策課長、津幡技術革新研究官が出席しております。 

 また、本日はＮＩＣＴから御発表いただくこととしておりますので、徳田理事長、新田

理事以下、ＮＩＣＴの皆様が御出席です。各理事の皆様からは、今後ヒアリングなどでお

話を伺うことになります。どうぞよろしくお願いします。 

 事務局からは以上でございます。 

【尾家部会長】  本日はたくさんの方に御参加いただいております。ありがとうござい



 -4- 

ます。 

 それでは、議事次第に従いまして、議事を進めてまいりたいと思います。まず、議題１、

国立研究開発法人情報通信研究機構の業務実績評価の進め方につきまして、事務局から説

明をお願いいたします。 

 

国立研究開発法人情報通信研究機構の業務実績評価の進め方について 

【横谷補佐】  事務局でございます。それでは、議題１、国立情報通信研究機構の業務

実績評価の進め方について御説明申し上げます。資料は情部４５－１でございます。今年

度の評価の方針案について、本部会の御確認、御承認をいただきたいと思います。説明は

１０分程度を予定しております。 

 本方針案は、独法通則法に基づいて実施する、ＮＩＣＴの令和５年度業務実績評価の方

針を定めるものです。令和５年度、昨年度は、現在の第５期中長期目標、５か年の期間の

３年目に当たる年度でございます。 

 まず、１、基本的考え方についてでございます。 

 （１）評価は「独立行政法人の評価に関する指針」に基づき実施します。この評価の指

針は、参考資料、参考情部４５－５として配付しております。この指針は独立行政法人制

度を所掌する総務大臣が決定しているものですが、最新の改定が令和４年であり、昨年あ

るいはおととしに本部会を開催した時点から変更はございません。資料４５－１に示した

評価の方法、評点などの内容は、この「独立行政法人の評価に関する指針」に基づくもの

でございますので、よって、本方針案も特別な変更はございません。 

 基本的考え方の（２）及び（３）は、評価に当たって特に重要な視点を示しております。 

 （２）について、「研究開発成果の最大化」という国立研究開発法人の第一目的の達成は、

「適正、効果的かつ効率的」という法人の業務運営の理念の下に行われること、この両立

の実現につながるよう評価を行うことが重要でございます。 

 ※印以下に、「研究開発成果の最大化」の考え方、これは「独立行政法人の目標の策定に

関する指針」で示されたものですが、こちらを掲載しております。説明は割愛させていた

だきます。 

 次の１の（３）では、年度ごとの評価の場合には、中長期目標の達成の上で支障となる

業務運営上の課題の抽出が重要であることを記載しております。主務大臣が行う評価には

年度評価と中長期目標期間評価がございますが、評価が目標期間終了時の法人の業務の継
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続とか新たな中長期目標の策定などに活用することを目的としているのに対しまして、年

度評価は、中長期目標の着実な達成の上で支障となるものなど、業務運営上の課題の抽出

も重要な視点としております。中長期目標の達成のため、克服すべき課題、もっと伸ばす

べき強みなどを御指摘いただきたいと思います。 

 続きまして、２、評価の方法等についてでございます。こちらも昨年から変更はござい

ません。 

 （１）評価は、中長期目標に設定した評価軸・評価単位に合わせて行う項目別評定と、

項目別評定を基礎として法人全体を評価する総合評定によって行います。 

 （２）評価の手法ですが、評価は、自己評価書などの機構から提出された資料の確認、

分析、またヒアリングに参加していただくことで行います。ヒアリングでは、機構による

プレゼン、その後の質疑で、評価のために必要な材料を集めていただきたいと考えており

ます。 

 （３）評価の視点です。①研究開発に係るもの。これは、評価項目または調書のナンバ

ーでは１から７までのことを言います。こちらについては、中長期目標で設定した評価軸

を基本とします。 

 評価軸については、５枚目、別紙の真ん中に記載してございます。こちらは中長期目標

からの転記抜粋でございます。研究開発は必ずしも定量的な観点のみで見られるものでは

ありませんので、定性的な観点も取り入れていただきます。その評価のため、別紙の右の

列、評価指標を活用してください。 

 ②の研究開発以外の事務及び事業、評価項目または調書のナンバーでは８から１０まで

を言いますけれども、こちらに関しましては、計画どおりの進捗であるかどうかを基準と

しながら、研究開発を支えるバックオフィスとしての実績も御確認いただきたいと思いま

す。 

 別紙の表題には、この評価軸などが令和５年度評価用であることを記載しております。

昨年末の審議会での意見聴取も踏まえて、中長期目標を改定して評価指標の追加などを行

っておりますけれども、追加分は今年度令和６年度の業務実績から指標として活用します

ので、令和５年度評価に当たっての指標としては反映しておりません。 

 以上、評価の方法について御説明いたしました。 

 次に、３、項目別評定です。評定はＳＡＢＣＤの５段階評価で行います。基準はＢでご

ざいまして、機構が中長期目標に沿って年度計画を着実に達成している、確実な業務運営
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がなされていると認める場合には、評定はＢとなります。顕著な成果の創出などが認めら

れる場合にＡ評定、特に顕著な成果の創出等が認められる場合に、最高の評価はＳ評定と

なります。 

 委員の皆様には、自己評価書が客観性の高いものになっているか、また、国民に対する

公正な情報開示がなされているかを御確認いただき、その上で、機構がつけた自己評定Ｓ

ＡＢＣＤが皆様の判断と一致しているか、その根拠に妥当性があるかを御確認いただきた

いと思います。 

 （２）には、項目別の評定の留意事項を記載しております。 

 ページ変わりまして、（３）は、評価項目及び御担当の委員です。評価単位は中長期目標

に設定した１０項目です。 

 別添１、資料８枚目を御覧ください。こちらに、各項目のスケジュールと担当の委員の

案を記載させていただきました。昨年度から特に御担当に変更はございませんけれども、

Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇの推進、調書のＮｏ.６です、また、それ以外の分野横断的な研究開発そ

のほかの業務に係る調書Ｎｏ.７については、昨年度は全ての委員、専門委員の皆様に評価

をいただきましたけれども、今年度は６名様ずつに分担して評価をいただきたいと思いま

す。 

 別添２、資料１０枚目に、評価書の記載例を掲載しております。こちらの評価書の様式

を、昨年度から変更させていただきました。これは事務局側の都合でして、取りまとめ作

業を効率的に行うための形式的な変更です。左の欄に記載の各評価項目について、右の欄

に評価や御意見を記載していただきたいと思います。 

 この記入例は、調書Ｎｏ.１、電磁波先進技術分野等についてのものですけれども、簡単

に御説明させていただきます。お名前、年度計画の該当項目の次に、この分野についての

機構の自己評定を記入したものを委員の皆様にお送りします。 

 ①、評価軸に沿った評価を５段階評価でつけていただきたいと思います。様式を実際に

お送りする際には注をつけますけれども、ＳＡＢＣＤのうちＢが標準となります。この欄

への文章記述は、Ａ以上の評価をつける場合には、根拠となる事実、またその理由を必須

とさせていただきます。次に、②、機構の自己評価に対する意見として、評価軸以外の自

己評価の妥当性、計画の達成度合いなどを記載してください。また、③、機構の業務運営

に当たってのアドバイス、中長期目標達成の障害となり得るような懸念点などを御記入く

ださい。 
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 基本的に、①と②は機構の項目別評定、また、それを基礎とする総合評定の素材とさせ

ていただき、③はアドバイスとして機構に個別通知をする際に使用させていただきますけ

れども、研究開発に関する審議会の御意見として、審議会の資料または主務大臣の評価と

して掲載、公表させていただくこともございます。なお、各委員に記載いただいた評価調

書自体は公表いたしません。こちらの評価調書は、各分野のヒアリング終了後１０日以内

に御提出をいただきたいと思います。 

 最後に、今回の一連の評価に係る会議開催のスケジュールでございます。最後のページ、

別添３を御覧ください。本日５月２２日が、令和５年度評価のキックオフとなるＮＩＣＴ

部会。点線囲みしております６月５日から、項目別ヒアリングを行います。７月１０日と

７月２３日の２回の部会において、部会としての項目別評定あるいは法人の総合評定につ

いて御議論いただきます。これらの頭に二重丸を付しております４回のヒアリングと２回

の部会は非公開で開催いたします。なお、２回の部会については、対面とオンラインによ

るハイブリッド方式により開催したいと考えております。御都合のつく方におかれまして

は、総務省会議室に御参集いただければと思います。以上を踏まえまして、８月５日に予

定している国研審、審議会の親会を開催して審議会の意見を取りまとめますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 なお、最後に１点、この場をおかりして補足でございます。８月５日の審議会の親会に

おいては、ＮＩＣＴの年度評価のみならず、ＪＡＸＡの評価についても御意見を聴取いた

します。ＪＡＸＡの中長期目標の期間は７年であり、今年度はその最終年度に当たるため、

７年間の終了時に見込まれるこの期間の業務実績評価、見込み評価についても、ＪＡＸＡ

部会での意見聴取を踏まえて、審議会の親会においても御意見を聴取することとしており

ます。 

 駆け足になりましたけれども、事務局からの説明は以上でございます。御質問などござ

いましたら、よろしくお願いします。 

【尾家部会長】  ありがとうございました。ただいまの説明につきまして、御質問、御

意見などございましたらお願いいたします。基本的には大きな変更はないということです

が、幾つか注意事項を説明いただいたかなと思います。いかがでしょう。 

（発言者なし） 

【尾家部会長】  よろしいですか。では、例年どおりですので、ただ、評価軸など、毎

回見直しが行われていまして、５年度用の評価軸となっていますので、その辺り、御注意
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いただければと思います。 

 それでは、御理解いただいたようですので、本評価方針の内容に従いまして、事務局に

おいて業務実績評価の準備を進めていただきたいと思います。また、委員、専門委員の皆

様には、先ほど御説明がありましたように、今後個別のヒアリングに御出席いただきまし

て御意見を提出いただくことになります。よろしくお願いいたします。 

 

令和５年度における国立研究開発法人情報通信研究機構の業務実績について 

【尾家部会長】  それでは、続きまして、議題２、令和５年度における国立研究開発法

人情報通信研究機構の業務実績についててでございます。 

 まず、本日は徳田理事長にお越しいただいておりまして、徳田理事長から資料情部４５

－２に基づき、ＮＩＣＴにおける最近の取組について御発表いただきまして、続きまして、

新田理事から資料情部４５－３に基づきまして、令和５年度におけるＮＩＣＴの業務実績

の概要について御発表いただきます。その後、まとめて、委員、専門委員の皆様から御質

問、御意見をいただきたいと思います。 

 それでは、徳田理事長、よろしくお願いいたします。 

【徳田理事長】  それでは、私から、国立研究開発法人情報通信研究機構における最近

の取組について、１５分程度お時間をいただいて報告させていただきます。 

 まず、報告に当たりまして、先ほど豊嶋審議官からもお話がありましたが、先週の金曜

日に神戸の未来ＩＣＴを御見学いただきまして、誠にありがとうございます。日頃、非常

に丘の上で静かな環境でやっておりますけれども、中長期的な目標に向けて粛々とやって

いる研究所を御覧になっていただけたことを非常に感謝しております。 

 それでは、私たちＮＩＣＴの概要をお話しさせていただきます。御存じのように、本部

は小金井にありまして、役職員数約１,４００名強です。令和６年度の当初予算が３００.

１億円ということで、そのほかに外部資金ということで、例えば未来ＩＣＴ研究所の場合

ですと、ＪＳＰＳの科研費であったり、ＪＳＴのＣＲＥＳＴの資金であったり、競争的資

金を研究者が取ってきたり、または企業との、最近は増えておりますけれども、共同研究

による資金が入ってきておりますので、外部資金だけでも委託研究費部分だけでも百数十

億円になっております。そのほかに基金という形で、これは令和４年度の補正６６２億円

で恒久的な情報通信技術の基金がスタートしておりまして、Ｒ５年度の補正予算では１９

０億円、Ｒ６年度では１５９億円、うち電波利用料の財源が１５０億円ほど調達されてお
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ります。今年度御評価いただくのは、第５期中長期計画の令和３年４月からスタートして

おります、ちょうど中間に当たります３年目、令和５年度の実績について御評価いただけ

ればと思っております。 

 御存じのように、ＮＩＣＴは３つの大きな役割を持っております。真ん中の重点５分野

と書いてあります緑の部分が研究開発です。そのほかに、左側には、長年ＮＩＣＴが提供

しています公的サービスである日本標準時または宇宙天気予報、最近ではちょうど最大級

の太陽フレアが５月８日から５月１２日にかけて合計９回も起こりまして、たくさんのメ

ディアに取り上げられて、ＧＰＳへの影響であったり、極圏を飛ぶ航空機の無線への影響

等、細かな社会的な影響が起きますので、マスコミに取り上げられました。また、低緯度

のオーロラ等も、愛知県のようなところでも観測されたというような情報も入ってきてお

りますが、そういう宇宙天気予報業務を毎日行っております。そのほかにも、無線機器の

較正や、サイバー演習、または人材育成という公的サービスを提供しています。 

 一方、右端の研究開発支援というところでは、ファンディングエージェンシーとしての

機能を強化しておりまして、先ほどお話ししました基金、私たちは新しい基金と呼んでお

りますけれども、革新的情報通信技術基金を運営するための事業、それから、国内ＩＣＴ

のＲ＆Ｄを支援する事業、国際連携のＩＣＴ関連のプロジェクト、日米、日欧、ＡＳＥＡ

Ｎ－日本、台湾－日本といった国際的な共同プロジェクトの研究開発支援も行っています。 

 これが所在地で、先ほどお話がありました神戸にあります未来ＩＣＴ研究所の拠点のほ

かにも、北は東北大学の片平キャンパスにレジリエントＩＣＴセンター、それから、本部

から少し南になりますけれども、横須賀にはワイヤレスネットワーク研究センター、関西

では、今、生成ＡＩ関係でたくさん注目されておりますけれども、ＡＩベースの音声翻訳

技術や同時通訳技術を研究開発していますユニバーサルコミュニケーション研究所、それ

から、大阪大学の吹田キャンパスにあります脳情報通信融合研究センター、通称ＣｉＮｅ

ｔと呼んでいますが、日本各地に研究センターまたは研究所が所在しております。それプ

ラス、海外との連携を強めていくための拠点としまして、ワシントンに北米の連携センタ

ー、フランスのパリにヨーロッパの欧州連携センター、それから、タイのバンコクにアジ

ア連携センターがあります。 

 これが新しいＮＩＣＴの令和５年度の組織図ですが、ダイバーシティ推進室というもの

を理事長直下の組織として設置をしております。それは優秀な人材の確保であったり、イ

ノベーションの創出であったり、ＮＩＣＴの国際競争力の向上を目指して、このダイバー
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シティ推進室を置いております。ユニークな点は、単にあらゆる方たちが誰もが能力を発

揮できる柔軟な働く環境を提供するということだけでなく、例えばＡＩとの共生を目指し

た環境整備をしましょう、ということもうたっております。 

 それから、右下に、赤枠で総合プロデュースオフィスの中に革新的情報通信技術開発推

進室という室ができておりますけれども、これは先ほどお話ししました新しい基金の推進

をするオフィスでございます。 

 次に、簡単にＮＩＣＴの研究活動を紹介するプロモーションビデオの新しいショートバ

ージョンがありますので、御覧になっていただければと思います。 

（動画上映） 

【徳田理事長】  それでは、第５期中長期計画における、３年目の主な業務と運営方針

に関して御報告します。 

 運営方針は、第５期に始まるに当たりまして、ＣＯＣ２.０ということを言っています。

２.０と言っている意味は、まず、最初のＣＯＣですけれども、Collaboration Open 

Mind/Open Innovation Challenger's Spritということで、チャレンジャーの精神を持っ

て気概を持って研究開発に当たってくださいということでＣＯＣというのをうたっていま

した。それプラス、第５期では、ＮＩＣＴのデジタル変革、デジタルトランスフォーメー

ションとComputing＆Communications for Carbon NeutralのＣＯ、これを意識してＣＯＣ

２.０という方針で進んでいきましょうということを言っています。特にゲームチェンジ

を意識して、日本のＩＣＴ研究開発のハブを目指すようなＮＩＣＴになっていければとい

うことを機構内では共有しています。 

 特に、働く環境としては、個人のクリエイティビティが発揮されて共創が促進される環

境を目指していきましょうということをうたっています。また、組織・業務の効率化を目

指したＤＸだけではなくて、研究開発のプロセスそのもののＤＸにも、ＩＣＴの力を使っ

て、数年前のコロナのときに、例えば未来ＩＣＴ研究所の場合には、実験室に入れない制

約があったりした場合でも遠隔からの実験ができたりとか、研究開発プロセス自体のＤＸ

も意識してやっていただきたいということで進んでいます。 

 これが実際の第５期中長期計画における主な業務の取りまとめ図ですが、左側に絵があ

りますように、私たちが重点５分野と呼んでいるエリア、それらをつなぐための、その上

に、ある意味、分野横断的に重要であり、戦略的に進める戦略４領域、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ、

ＡＩ、量子情報通信、サイバーセキュリティがあります。この４領域を重点的に戦略的に
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進めています。 

 それから、私たちの研究成果を社会実装へ持ち込んでいくための社会展開を加速するた

めのオープンイノベーションの部門というのが設置されていまして、オープンイノベーシ

ョン創出に向けた取組の強化を行っております。実際に少しスナップショットとして写真

でまとめています。詳しくは私の後の新田理事から令和５年度の研究成果のハイライトの

お話があります。電磁波先進技術、最初の部分ですが、少し戦略４領域から外れているよ

うに見えますので、少しハイライトだけお話をしておきます。５月中旬に、地球観測用の

ＥａｒｔｈＣＡＲＥという衛星が、打ち上げられます。日欧の共同で、日本側はＪＡＸＡ

とＮＩＣＴが開発に関わっていましたが、クラウドプロファイリングレーダー（CPR）とい

う地球環境の上にある雲の状況をセンシングする新しいレーダーが、いよいよ宇宙に向け

て打ち出される予定です。 

 それから、右側の時空標準は、日本標準時のチームが時間関係の技術開発をしています。

無線の技術を使って、例えば、データセンターのサーバー間の時刻同期を高い精度で実行

するような、Ｗｉ－ＦｉではなくてＷｉ－Ｗｉという技術を開発しました。これは米国の

メタ社のデータセンターであったり、日本のデータセンターでも今、テスト的に入ってい

ますけれども、従来であると例えばタイムスタンプのビジネスにしか関係のなかったよう

な技術です。実際にはデータセンター内のたくさんのファイルの同期を効率よくするため

の大変重要なコア技術になっていまして、光ケーブルを張り巡らさずに、無線技術を使っ

て時刻同期を高い精度で持ち込めるというＷｉ－Ｗｉという技術を今、実際に社会展開し

ています。 

 そのほか、続いて、ネットワークの技術、サイバーセキュリティの技術、ユニバーサル

コミュニケーションの技術、フロンティアサイエンスの部分は、新田理事から説明が詳し

くあると思います。私のほうでは、この戦略４領域、特に第５期中長期計画では力を入れ

ています戦略４領域のハイライトを少し御紹介させていただきます。 

 まず、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ／６Ｇは、先ほどもお話がありましたように、新しい基金、補

正予算で６６２億円、これは我々の年間予算、運営交付金の倍以上のお金を助成という形

で、民間の企業の方たちであったり、委託という形で新しい技術を、シーズ創出型と呼ん

でおりますけれども、つくり出す委託事業であったり、様々な形で研究開発支援をしてい

ます。 

 私たちの運営費交付金の２倍以上をきちっと管理していくということは、それだけ事務
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の労力も必要でして、これは非常に大事な事業で、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ／６Ｇの技術の社会

実装または海外展開に向けた戦略やコミットメントを持った研究開発プロジェクトに支援

する助成または委託研究を推進しています。 

 それから、右側の量子情報通信は、これも補正で総務省から御支援いただいていますが、

新しい量子セキュリティセンターの拠点ができていまして、国際宇宙ステーションＩＳＳ

とＮＩＣＴにあります地上局との間での通信実験をしています。グラウンドステーション

も実はトラックに載るような形にコンパクトになっていまして、２トントラックに載せら

れる地上局でシングルフォトンの通信を実現しています。長時間にわたっての実験を連続

的にはできないですが、ＩＳＳとの間で秘密共有鍵の実験に成功しております。 

 それから、様々な情報理論的安全な伝送・保管・中継を可能とする量子プロトコルをＱ

ＫＤ上で動作を確認できまして、量子暗号ネットワークの制御・管理に関する主要機能が

検証されたところまで来ています。 

 それから、左側の下のサイバーセキュリティは、中長期計画の目標の一つでありますＣ

ＹＮＥＸアライアンス、サイバーセキュリティに関する産学官連携拠点としてのアライア

ンスを計画していましたが、昨年無事に６１組織を巻き込む形でスタートしました。実際

のインテリジェンス情報の分析、人材育成をしていくための教材の共有、様々な形での活

動がスタートしています。また、ＤｅｅｐＰｒｏｔｅｃｔなどの新しい技術、プライバシ

ー保護を前提にした連合学習の技術、こういう技術も金融分野での実証実験が行われてい

ます。 

 それから、もう一つは、これは研究というよりも公的サービスに当たりますけれども、

総務省からスタートされたＮＯＴＩＣＥ、パスワード設定等に不備のあるＩｏＴ機器の調

査、これも順調に進んでいまして、延べ６万１,８４５件の検出・注意喚起などが実際に行

われています。 

 最後、ＡＩ領域ですが、非常に動きが早いところで、私たちは多言語音声翻訳を長年や

ってきたわけですが、大阪・関西万博に向けて、それらをＡＩの同時通訳レベルまで進化

させようということで切磋琢磨しています。その上に加えまして、大規模言語モデル（Ｌ

ＬＭ）の研究開発能力を強化していまして、日本語を中心とした学習用言語データの拡充

を開始しています。 

 非常に急ピッチでＬＬＭの研究開発は進んでいまして、最初１３０億パラメータ、４０

０億パラメータ、ＣｈａｔＧＰＴⅢが１,７５０億ぐらいですけれども、１,７９０億パラ
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メータ、そして現在、３,１１０億パラメータのＬＬＭが完成しています。日本の中では多

分、また世界の中でも、日本語に特化したバージョンとしては最大規模のＬＬＭを試作し

ていまして、今、性能評価をしています。 

 ちなみに、次のスライドで同時通訳のプロトタイプを持ってきましたので、英から日中

韓３か国語への同時通訳のプロトタイプのデモビデオを御覧いただきます。 

（動画上映） 

【徳田理事長】  日々研究者はバージョンアップをしていますが、今までのようなワン

センテンス、フルストップまで来て翻訳するのではなく、文中の中でもチャンクの部分、

お話をしている途中の翻訳できるユニット、チャンクまで来たときにデータを翻訳すると

いうことを、今の場合ですと日中韓３か国を同時に実行できるところまで技術が進歩して

きています。 

 令和５年度における取組実績、特に組織としてトップレベルの話題を少し持ってまいり

ました。まず、ファンディングエージェンシーとしての機能強化、それから、研究者及び

研究マネジメント人材の確保と育成ということで、実は私たちのような情報通信系の研究

機関というのは女性研究者が非常に少なくて、例年１２％から１４％、昨年はたしか１３.

６％だったんですが、それを改善すべく、女性研究者の公募に力を入れまして、昨年は何

と２０名前後の方に応募していただけまして、採用を進めたところ、新規採用のうち４０％

が女性研究者というレベルを達成できました。それから、また、意欲を持った若手研究者

で修士新卒型という公募案件も追加しています。新しく修士を取りたての方で、今後、Ｎ

ＩＣＴに入ってドクターをやりながら研究を進めたいという方を公募しております。非常

に学生諸君たちには人気が高いプログラムになっています。ある意味、産総研とうちの奪

い合いになっている状況です。 

 それから、研究マネジメント人材の確保・育成も力を入れておりまして、文部科学省に

ユニバーシティ・リサーチ・アドミニストレーター（URA）というプログラム、ファンドを

取ってくる側のサポートの部隊があるんですけれども、私たちＮＩＣＴの場合には、ファ

ンディングエージェンシーとしてお金を配る、管理をする側のスキルと、それから、お金

を取ってくる側のリサーチ・アドミニストレーターのスキル、両方必要ですので、この両

方を意識したＮＩＣＴ版リサーチ・アドミニストレーターのプログラムを今、検討中です。 

 それから、海外機関との研究協力の推進というのに力を入れていまして、ＮＩＣＴと国

際的な共同研究や人材交流を進める機関を増やすためのＭｏＵの締結などを推進しており
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ます。 

 それから、先ほどダイバーシティのお話をしましたが、スタートアップ支援の強化とい

うことで、ＮＩＣＴとインターステラという宇宙産業のスタートアップですけれども、ピ

ンポン玉サイズの超々小型衛星を用いた通信システムに関する共同研究を昨年の１０月か

らスタートしていまして、成果活用型の出資業務の第１号として、この会社が採択されて

おります。 

 これは海外研究機関との連携に関するスナップショットの写真ですが、左側がドイツと

の日独Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ／６Ｇのワークショップで、ドイツ側の総会にも呼ばれて、我々

日本側から発表しております。それから、フランスのＩｎｒｉａとのワークショップ、フ

ランスのＩｎｒｉａとのＭｏＵ、ＣＮＲＳとのＭｏＵ、それから、右側はアーヘン工科大

学とのＭｏＵで、国際共同研究開発プロジェクトを推進できる枠組みを広げています。 

 最後に、２つのスライドがありますが、令和６年度に向けて、さらなる研究成果の最大

化と社会実装の加速をする意味で、このスライドを持ってきました。従来ＮＩＣＴは伝統

的に、このリニアモデルといいまして、基礎をやって、応用研究をやって、実証をやって、

社会実装と、非常に長いパイプをリニアに動いていましたが、ＣｉＮｅｔなどがいい例で

すけれども、脳情報通信融合研究センターに、非常にサイエンスに近い基礎的な研究成果

が出たときに、ＮＩＣＴ外の企業の方たちと連携をしています。例えば、現在ですと自動

車メーカーであったりスポーツメーカーと連携しながら、彼らの研究成果の一部分でも社

会応用ができるものは連携しながら応用分野を探索し、また応用に向けては、こういう課

題があるということが分かりますと、もう一度サイエンスに戻してきて基礎研究をやった

りと、こういうノンリニアなインタラクションを進めています。 

 そういう意味では、令和６年度、今年度の主な取組としましては、今お話ししたような

ノンリニア型での研究成果の最大化、それから、社会実装の加速、次期中長期に向けての

柱の検討ということで、実は新たな戦略４領域の検討を始めています。 

 最後２つが、研究者の処遇改善と人材確保、また、最後に国の政策実施機関としての機

能強化ということで、我が国が設置を公言しておりますGlobal Partnership for AI、ＯＥ

ＣＤの下でできているフランスとカナダの２拠点がありますが、３つ目のセンターとして、

ＧＰＡＩ東京エキスパートサポートセンターを設置することが決定しています。この東京

センターがＮＩＣＴに設置されるということが決まりまして、こういう政策を実施する機

関をＮＩＣＴの中で受け入れる準備や制度の確立を目指しています。また、ＩＰＡの下に
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設置されるAI Safety Instituteとの連携等も議論を進めています。 

 最後、駆け足になりましたけれども、以上で概要とさせていただきます。どうもありが

とうございました。 

【尾家部会長】  ありがとうございました。続きまして、新田理事、お話しいただけま

すか。 

【新田理事】  それでは、新田から、資料４５－３の実績概要を御説明させていただき

ます。 

 スライド１ページは、全体構成です。調書１から５が重点５分野の業務実績で、６、７

が分野横断的な研究開発、８以降が業務運営の関係です。 

 次のスライドは、先ほど理事長からの御説明ありましたので、スキップさせていただき

ます。 

 次は電磁波研究所の関係でございまして、まずリモセンの関係です。大気や地表の状況

を電磁波でセンシングすることは、防災・減災にも役立つ非常に重要な研究開発でござい

ます。 

 まず、①にお示ししておりますＰｉ－ＳＡＲ、航空機搭載合成開口レーダーですが、こ

れは曇りや雨の日でも雲を透過して地表面を分解能１５センチメートルで見れるもので、

本年１月の能登半島地震におきましても、２月に観測を行い、文科省の地震研究チームに

データを即時提供するなど、緊急事態にも対応できる優れた研究成果でございます。 

 もう１点、④にお示ししておりますＭＰ－ＰＡＷＲは、雨量を非常に高い精度で高速に

観測できるという技術で、ゲリラ豪雨の発生などを早期に検知できるレーダーです。自治

体に２台導入されることが決定しているところでございます。 

 それから、⑦のＧＰＭは、大気中の降水を観測し、地球全球の雨の地図をつくる技術で

ございまして、ＮＡＳＡとかＪＡＸＡが参加する国際共同ミッションです。実はこのＧＰ

Ｍのデータ解析をしている中で、降水頻度が年々上昇している傾向が見られていたのです

が、これはＮＩＣＴの研究者がレーダーのサイドローブに経年劣化があることを突き止め

たということで、国際的な気候変動予測の向上に貢献する成果かと考えております。 

 次のスライドは、宇宙環境の関係でございます。これは宇宙環境を観測することで、予

測や警報を高度化するというものです。社会インフラの維持にも貢献する研究開発です。 

 ①にお示ししておりますように、ＧＮＳＳデータを用いることで、トンガの海底火山の

噴火によって電離圏の擾乱が起きたことを観測しましたが、これは非常に科学的意義の高
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い成果と考えております。 

 また、②にお示ししていますとおり、ひまわり１０号機に搭載される宇宙環境センサー

のエンジニアリングモデルを開発して、性能評価を行っています。このセンサーは日本上

空の宇宙環境モニタリングするために搭載するもので、宇宙天気予報のさらなる高度化に

貢献できるものです。 

 それから、⑥については、先ほど理事長からも紹介があったとおり、最近太陽フレア活

動が非常に活発になっておりますが、昨年度においても、取材や視察対応、会議・展示会

などのアウトリーチ活動にも取り組んでいます。 

 次のスライドは電磁環境技術の関係です。電磁環境技術は、通信機器と電子機器が両立

する環境を整備したり、電波から人体への影響を心配することなく安心して無線機を使え

る環境を提供するという、重要な研究開発課題です。 

 国際標準化の関係では、①とか④にお示ししていますとおり、ＣＩＳＰＲへの貢献など

がありますし、それから、⑤にあるとおり、電波法の特例措置ということで、Ｂｅｙｏｎ

ｄ５Ｇにおいては１００ギガヘルツを超える高い周波数帯の通信が想定される中、このよ

うな高い周波数帯に対応する国家標準機が存在しないことから、それぞれの較正機関で高

い周波数帯の機器の測定ができない、較正ができない状況が続きますと、民間企業での高

周波数帯の無線システムの開発が停滞する事態になります。このため、ＮＩＣＴがこれま

で培った技術で、高周波数帯の電力計比較システムを世界に先駆けて開発いたしまして、

国家標準機に代わる信頼できる基準器として、測定器の不確かさを評価できる業務を提供

しています。これによって国内の高周波数帯を用いる無線システムの開発を促進できるも

のと考えています。 

 それから、もう１点、⑦に５Ｇ基地局の電波ばく露についても定量的な評価を行ってお

ります。５Ｇ基地局の電波ばく露レベルは、従来の携帯電話のシステムと比較して同等以

下であることを明らかにしたことで、安心して人々が５Ｇシステムを利用できることを客

観的に証明しました。 

 次のスライドを御覧下さい。これは時空標準の関係で、これも先ほど理事長からも紹介

がありましたが、世界の時刻の基準を生成する技術であるとともに、精密な時刻情報とい

うのは産業応用も期待される重要な研究テーマです。 

 ①にありますとおり、ストロンチウム光格子時計を定常運用することで、世界で初めて

光格子時計を国家標準時刻の生成に利用できたという成果があります。 
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 それから、⑤にあるとおり、Ｍｅｔａ社にはデータセンターのサーバーの時刻同期をし

っかり精密に行うことで信頼性が高いデータセンターをつくりたいとのいうニーズがあり

ますが、そこに機構のシーズであるＷｉ－Ｗｉを導入したいということで、機構でこれに

対応するデータセンター用の時刻配信モジュールを開発して共同で実証を行うなど、社会

実装の動きも加速しているところです。 

 次のスライドはホログラムの関係です。ホログラムは光の振る舞いを計算機で計算して、

それを記録して再現することで三次元の立体図を浮かび上がらせるような技術です。①に

お示ししていますホログラムプリンターというのは、そのホログラムを簡易にプリントし

て大量生産する技術です。波面補償技術を向上させることで非常に性能も上がっておりま

して、現在国内の自動車メーカーと共同研究を加速するなど、社会実装を期待できる研究

分野でございます。 

 それから、②にあるとおり、ホログラムという技術は空間光通信にも応用できる可能性

があり、屋外環境下でフィールド試験を行うなど、これからの社会実装が期待できる研究

開発です。 

 次のスライドを御覧下さい。ここからはネットワーク研究所の成果で、調書２の関係と

なります。計算機複合型ネットワークということで、高度化するＢｅｙｏｎｄ５Ｇ時代の

ネットワークにおきましては、大容量データ、超多数デバイスのデータとか低遅延のデー

タが混在するため、それに伴って障害の発生など時々刻々と変化することから、非常に高

度なネットワークの制御が求められることになります。 

 それに関連した①の研究成果ですが、これは通信事業者と連携して、モバイルコアネッ

トワークの障害予兆検知ＡＩをＮＩＣＴのテストベッドの上に構築したことで、障害の予

兆を検知してサービスを自動制御する実証実験を行っています。 

 それから、②にあるルーターの遅延補償の技術ですが、これについても、現行のソフト

ウエアルーターをはるかに上回るような高スループットで低ジッタな性能を実現しており、

この成果は国際論文にも採録されています。 

 次のスライドを御覧下さい。次世代ワイヤレス技術ということで、①にお示ししている

とおり、今、製造現場において複数の無線システムが過密に混在すると、なかなか動作が

安定しないことになりますが、安定した通信を実現するため、機構のシーズであるＳＲＦ

無線プラットフォームという協調制御技術について、ＮＩＣＴが民間企業と連携いたしま

してＦＦＰＡという標準化アライアンスをつくり、ＮＩＣＴが事務局を務めて規格化と普
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及促進を行っているところです。４製品がＦＦＰＡ認証プログラムに合格しており、着実

な社会実装が進められております。 

 それから、②にあるとおり、ドローンの飛行レベル４を実現するための自律群飛行とか

衝突回避技術についても実証しておりまして、国際的な評価の高い論文にも採録されてい

るところでございます。 

 次のスライドを御覧下さい。１０ページ目でございます。こちらはフォトニックネット

ワーク技術ということで、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ時代におきましては通信トラフィックが大幅

に増加することから、それに対応するため、光ファイバーのマルチコア技術やマルチモー

ド技術、光増幅器、光変換機などの性能の高度化を図る必要がございます。 

 ①にお示ししているとおり、これまでＮＩＣＴが主導してきた委託研究の成果として、

受託した光ファイバー製造事業者がマルチコア光ファイバーの量産販売を開始しています。

また、皆様も御案内のグローバルプラットフォーマーが海底ケーブルとしてこれを採用す

ることを発表するなど、このマルチコアファイバーの社会実装も進展しているところでご

ざいます。 

 それから、科学的な意義という観点で、真ん中の②の図の上段にございますように、世

界で初めてＳ帯、Ｃ帯、Ｌ帯をマルチモードに使い、光ファイバーの伝送速度の世界記録

を従来の２倍以上、２２.９ペタバイトを達成するなど、この分野で世界トップクラスの研

究成果を上げているところでございます。 

 次のスライドを御覧下さい。光・電波融合アクセス技術についてです。Ｂｅｙｏｎｄ５

Ｇネットワークにおきましては、光と電波の信号帯域を融合して利用する必要があります。

このため、光と電波の周波数帯を高精度に相互変換できる光・電波融合アクセス技術の開

発が必要となっています。 

 ①にお示ししているとおり、大口径の高速光検出器を開発いたしまして、移動する物体

を追尾できる空間光伝送技術の実証に成功いたしております。また、その下に図でお示し

しているとおり、ＲｏＦを拡張いたしまして、２８ギガヘルツ、２８６ギガヘルツ、無線

リンクを収納できる多チャンネル接続ネットワークを開発し、世界で初めて１６／６４Ｑ

ＡＭ、ＯＦＤＭでの送受信に成功しています。 

 次のスライドを御覧下さい。宇宙通信の関係です。Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇは衛星やＨＡＰＳ

を使ってどこでもつながるというサービスを特徴としています。これを超カバレッジと申

し上げていますが、これに関連してＮＩＣＴでは、地上から宇宙までのシームレスにつな
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ぐ高度な通信ネットワークを実現するため、衛星ネットワークの基盤技術や、大容量の光

衛星通信技術の研究開発に取り組んでいるところです。 

 一つ事例をピックアップいたしますと、②の、図でいうと一番右端になります。航空機

や空飛ぶ車に搭載するためには、小型の平面アンテナが必要ですが、従来の平面アンテナ

は放熱の構造をつくるためにアンテナが大型化するため、なかなか航空機への搭載が難し

いという状況がありましたが、ＮＩＣＴにおきましては、図示してございますとおり、排

熱構造に新複合材料を用いることと、排熱構造そのものも最適化することで、航空機への

搭載を容易にしています。この成果は国際的な研究会の衛星関係のアワードを受賞すると

ともに、機構では特許の出願も行っているところです。 

 次のスライドをお願いいたします。テラヘルツＩＣＴプラットフォームということで、

テラヘルツ技術といたしまして、①にございますとおり、光波－テラヘルツ波－光波のブ

リッジシステムを構築して、６０Ｇｂｐｓの高速データ通信を実現したというところでご

ざいます。これは主要論文誌や学会にも採録している成果です。 

 それから、もう一つは、テラヘルツ波の宇宙利用ということで、⑤にお示ししていると

おり、欧州宇宙機関ＥＳＡと協力して、テラヘルツ衛星センサー打ち上げに成功するなど

の成果を上げているところです。 

 次のスライドを御覧下さい。こちらはタフレジリエントＩＣＴについてです。これはレ

ジリエント社会の構築に貢献できるようなレジリエントＩＣＴ基盤技術開発ということで、

国際標準化について、①にお示ししますとおり、低遅延の非再生中継技術を用いて、災害

時も十分に通信エリアを拡充できるようなレピーターを３ＧＰＰに入力し、標準仕様とし

て反映されているという成果を上げているところです。 

 また、自然環境観測という意味では、③にお示ししていますとおり、活火山の活動をカ

メラで観測する手法について提案しています。これは自治体とか火山の研究者のユーザー

ニーズも反映し、その結果、火山研究者の方々の論文に引用されたり、気象庁の噴火予知

連絡会で活用され、さらに近隣自治体に試験提供されるなど、社会実装の進んだ成果と考

えています。 

 次のスライドを御覧下さい。ここからはサイバーセキュリティの関係になります。 

 サイバーセキュリティの昨年度の成果といたしましては、ここに３つ挙げています。１

点目はサイバー攻撃誘引基盤ＳＴＡＲＤＵＳＴで、これを高速化して従来比１０倍の高速

化を達成しているということ、２点目は、ＡＩ技術を活用したボットネットの追跡技術の
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実現、３点目は、ＮＩＣＴの大規模サイバーセキュリティへの情報融合基盤でありますＣ

ＵＲＥの実運用を開始し、ＣＹＮＥＸアライアンス参画機関に対してＣＵＲＥのデータ開

放を行っているという３点です。 

 次のスライドを御覧下さい。暗号の関係です。ＮＩＣＴの暗号技術の研究開発は、一つ

は安全なデータ利活用と、もう一つは、量子コンピュータ時代の暗号技術の安全性の評価

という２点から構成されています。安全なデータ利活用、これは先ほど理事長から御説明

ありましたが、プライバシー保護連合学習技術、ＤｅｅｐＰｒｏｔｅｃｔと呼んでいます

が、これを金融分野へ応用するということで、複数の企業と実証実験を行っております。

その実証実験の中では、個別の学習モデルでは不正と判定できなかったケースについても、

連合学習で判定できるという成果が得られております。 

 それから、量子コンピュータ時代の暗号技術の安全性評価では、現代暗号に対する量子

コンピュータの脅威について評価します。これは昨年度も御報告していまして、直ちに現

代暗号について量子コンピュータが脅威になるということではないという一定の評価をし

ているわけですが、今年度は計算機の実験用プログラムを精査して、さらに厳密な結果の

取得を行っているところです。 

 次のスライドを御覧下さい。サイバーセキュリティの演習の関係です。ＮＩＣＴにおい

ては、国の機関や自治体に対して職員向けに、サイバー攻撃への対処能力を身につけても

らうための演習プログラムを提供しています。①にお示ししておりますとおり、受講者は

３,７００名、オンラインが１,９００名、合計５,７００名が受講ということで、我が国の

セキュリティ能力の底上げに貢献しています。 

 それから、②のＲＰＣＩ、これはプロフェッショナル向けに情報処理安全確保支援士に

必要なスキルが身につくコンテンツを提供しているプログラムで、受講者の満足度も非常

に高いところでございます。 

 それから、若手の人材育成、セキュリティイノベーターの育成プログラムである④のＳ

ｅｃＨａｃｋ３６５でございますが、プログラムを社会実装ゼミの実施や専門家からのレ

ビューを与える機会などを提供するなどの取組を新たに行っているところです。 

 次のスライドを御覧下さい。これも理事長から説明がありましたが、サイバーセキュリ

ティ産学官連携拠点形成ということで、ＮＩＣＴがこれまでサイバー攻撃のデータを大規

模に収集して情報を蓄積し、あるいは解析し、人材を育成した知見を活用して、サイバー

セキュリティの産学官の結節点となる拠点、ＣＹＮＥＸを設置してございます。ＣＹＮＥ
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Ｘアライアンスは昨年の１０月１日に発足しておりまして、参画組織６１組織というとこ

ろまで参画を増やしているところです。 

 具体的にはここに４つのサブプログラムを用意しており、一つは解析者のコミュニティ

の形成、Ｃｏ－Ｎｅｘｕｓ Ａ、それから、セキュリティオペレーター人材の育成、Ｃｏ

－Ｎｅｘｕｓ Ｓ、それから、国産セキュリティ製品のテスト環境、Ｃｏ－Ｎｅｘｕｓ Ｅ、

それから、サイバーセキュリティ人材育成演習コンテンツの公開、Ｃｏ－Ｎｅｘｕｓ Ｃ

という４つからなります。 

 次のスライドを御覧下さい。これは公的サービスＮＯＴＩＣＥという、パスワード設定

時に不備のあるＩｏＴ機器の調査ということで、ＮＩＣＴと総務省、国内ＩＳＰの８３社

が連携しまして、国内の脆弱なＩｏＴ機器の調査を実施しております。 

 ①に、ＩＤ・パスワードの設定不備を発見し、そこに注意喚起を行い対処した件数の推

移をお示ししております。それから、②にございますとおり、調査対象といたしまして、

ＨＴＴＰ（Ｓ）フォームの認証に対する特定アクセス試行を可能とする調査システムを開

発したということで、ＨＴＴＰ（Ｓ）フォーム認証が稼働する数十万台の国内機器のうち、

８,０００台にパスワードの設定不備があることを発見しています。 

 次のスライドをお願いします。ここからはユニバーサルコミュニケーション研究所の関

係です。まず、多言語のコミュニケーション技術の関係ですが、総務省においてはグロー

バルコミュニケーション計画２０２５を策定し、実用レベルの自動同時通訳技術の研究開

発を行って、２０２５年の万博で社会実装することが目標となっています。 

 これに対応する成果が幾つか挙げられていますが、例えば①にありますような音声合成

の高速化というところで、従来の翻訳手法と異なるＣｏｎｖＮｅＸｔという画像識別に用

いられる手法を用いて高速な音声合成を実現しているということで、国際会議にも採録さ

れている成果とか、それから、大阪・関西万博対応の関係で申しますと、⑥にございます

とおり、日英中韓越仏の任意の２言語間の翻訳をチャンク単位で行うという技術移転を行

っており、これは年度計画を超えるような成果となってございます。 

 それから、もう一つ、⑨にあるとおり、台湾の大手半導体企業の日本進出があったこと

から、中国語の繁体字に対応し、台湾の方々にも使っていただけるようするため、簡体字

と繁体字の変換エンジンも開発いたしまして、社会実装を進めているというところでござ

います。 

 次のスライドを御覧下さい。社会知コミュニケーション、これは生成ＡＩの関係でござ
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いますが、ＮＩＣＴにおきましては従来から、インターネット上の膨大な数のウェブペー

ジの情報・知識を集めて、これを融合して人間にとって分かりやすい形で提供するＷＩＳ

ＤＯＭ Ｘという技術を開発してまいりました。 

 このＷＩＳＤＯＭ Ｘを用いまして、①にお示ししておりますとおり、ＮＩＣＴ独自の

大規模言語モデルＬＬＭをごく短期間で開発しているところでございます。先ほども御紹

介がありましたとおり、日本語特化版としては世界最大規模の３,１１０億パラメータの

モデルなど、複数のモデルを開発しています。また、民間企業にＬＬＭの開発を促進して

もらう観点から、学習データの増強にも取り組んでおります。既に収録済みの日本語の６

６１億ウェブページから、大量のクリーンな事前学習用のデータの構築を進めているとこ

ろです。また、これらのデータとかＮＩＣＴのＬＬＭを外部機関に提供して連携できる環

境を整えるという意味で、総務省、個情委、法律の専門家などとの間で、著作権問題など

法的課題の整理にも取り組んでいます。これには機構の研究者も自ら参画して、多大な寄

与をしているところでございます。 

 それから、②にありますとおり、このＬＬＭについては、ユーザーの興味を引くような

とがった仮説も多数生成できる手法も開発してございますし、現在ＬＬＭの重要な課題で

あります誤情報とかハルシネーションの解決に向けて、ＷＩＳＤＯＭ Ｘを活用すること

で、生成したテキストの裏取りができるような技術も開発中です。 

 次のスライドを御覧下さい。次はスマートデータの利活用ということで、これは実環境

の様々なセンシングデータを収集分析して相関を発見することで、将来のリスクを予測し

て最適な行動を支援できる技術です。 

 ①にお示ししている、マルチモーダルモデルを効率的に生成するような基盤モデルを開

発して、③に説明しているような、運送事業者の運行管理業務を支援するシステムに応用

しようという取組もやっています。様々なデータを組み合わせて、例えば高速道路の合流

割り込み時のリスクとか、様々な運転リスクの予測を実現しているところです。 

 次のスライドは、フロンティアＩＣＴ基盤技術ということで、これは神戸で視察いただ

いた内容にも関係するところです。次世代のブレークスルーにつながるような新しい材料

とか構造、機能を創出するための基盤技術の研究開発を行っています。 

 ①の超伝導光子検出器でございが、これは量子暗号とか量子計算にとって非常に重要な

デバイスでございます。光子検出器というのは、①の下の図にお示ししているとおり、従

来はナノストリップ構造を基本としますが、ナノストリップですと高度なナノ加工が必要
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ということで、コスト面や生産性で課題があるため、ＮＩＣＴにおきましては、ナノ加工

を必要としないストリップ幅、従来の２００倍あるようなワイドな光子検出器を世界で初

めて実現しているところでございます。光子検出器のブレークスルーの一つと考えていま

す。 

 それから、③の小さい図にお示ししている、ＮＩＣＴが開発いたしました超電導のチタ

ンナイトライドの薄膜ですが、これは理研の国際量子コンピュータの１号機にも導入され

て、キーデバイスとして位置づけられています。 

 次のスライドを御覧下さい。先端ＩＣＴデバイスの研究開発についてです。①にお示し

する酸化ガリウム半導体デバイスは、低コストで高性能なパワーデバイスを実現するとも

ので、ＮＩＣＴが従来から研究開発をリードしている分野です。①の下の図にお示しして

おりますような縦型構造のフィントランジスタを試作して、世界最高レベルのデバイス特

性を実現したというものです。 

 それから、③については視察でも御覧いただきましたが、深紫外光のＩＣＴデバイスと

いうことで、ＮＩＣＴでは世界トップレベルの高出力を実現しております。昨年度は、さ

らに光の配光角の制御などを実現することで、光の取り出し効率を１.５倍向上しながら

人に向けないような制御もできるようにすることで、安心して深紫外光による除菌が可能

となるなど、深紫外ＬＥＤの殺菌システムの社会実装を加速する成果もあげています。 

 次のスライドをお願いします。こちらは量子の関係です。ＱＫＤネットワークを利用し

た秘匿通信に対して、通信時に改ざん検知と判断を可能とするプロトコルを実装いたしま

して、ＩＥＥＥの論文にも採録されているということと、それから、国際宇宙ステーショ

ンＩＳＳとＮＩＣＴの地上可搬局の間で通信を行いまして、正常動作を確認しましたが、

これも将来的には衛星からの量子鍵配送の実現の可能性があることを実証できたものと言

えます。 

 次のスライドを御覧下さい。脳情報通信の関係です。脳情報通信、人工の脳モデルを構

築することで、究極の人間のコミュニケーションを実現するというものです。 

 令和５年度の主な成果でございますが、②の図にございますとおり、ｆＭＲＩで被験者

の脳活動を計測する中で、そこにＶＲを使ってリアリティのある情報を被験者にお見せす

る際に、脳の後頭部だけでなくて、前頭部の社会性、感情とか意思決定に関わるようなと

ころのデータもしっかり取れるシステムを開発して、脳活動の計測の感度を大幅に高めて

いるという成果が上がっています。 
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 次のスライドはＢｅｙｏｎｄ５Ｇの推進の関係です。こちらのスライドはＢｅｙｏｎｄ

５Ｇの推進、研究開発・知財戦略・アイデアソンについてです。Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇのアー

キテクチャにおいては、例えば衛星と地上系のネットワークの統合制御や、デジタルツイ

ン連携という高度なサービスが想定されていますが、そのためには、アーキテクチャの基

盤要素とも言えるオーケストレータ機能が重要になります。、ＮＩＣＴでは、そのＰｏＣを

開発いたしまして、海外を含む外部発信に取り組んでいます。また、ここにございますと

おり、ゼログラビティイベントということで、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ以外のユーザー業界の方々

の気づきとかアイデアも取り入れる活動もやっています。 

 次のスライドをお願いします。これは外部連携・標準化ということで、これも理事長か

ら御紹介ありましたとおり、ドイツとの連携、研究ワークショップの開催とか、あるいは

予算措置を伴う共同研究スキームを創設するなど、世界のトップ集団との研究連携の体制

が構築できたと考えているところです。 

 次のスライドをお願いします。Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇの公募研究型プログラムの関係ですが、

このスライドは旧基金事業の関係で、令和２年度より開始されています、主に要素技術の

研究開発を目的とする旧基金事業、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇ研究開発促進事業についてです。 

 こちらにお示ししておりますとおり、７５プロジェクト中７２で、ＳまたはＡという高

い評価を得ているところでございまして、具体的な成果といたしましても、ここに図示し

ておりますような、オール光ネットワーク技術のような日本の強みであるところをしっか

り伸ばすというところ、それから真ん中の図にある、無線チップはどちらかというと海外

勢に押され気味の分野ですが、これをＩｏＴに搭載できるような形の研究開発を進めるこ

とで、日本の弱みをある程度克服するような成果を上げています。 

 それから、一番右端にある、Ｂｅｙｏｎｄ５Ｇの特徴である超カバレッジを実現するた

めのＮＴＮ関連の技術においても成果を上げるということです。これらはいずれも要素技

術でありますが、様々な有効な成果を上げて、高い評価を得ているところです。 

 次のスライドを御覧下さい。こちらは新基金事業で、社会実装と海外展開を目指す研究

開発を強力に支援するということを目的としています。 

 ①にお示ししていますように、このような大型の助成事業は特にＮＩＣＴとしても初め

ての体験であるものの、しかしこれに短時間で対応しようということで、組織の設置とか

数多くの規定の整備などを非常に短時間で行って、昨年度、１５プロジェクトの助成交付

を決定しているところです。 
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 また、②にもお示ししておりますとおり、この新プログラムの効果を最大化するという

ことを目標といたしまして、評価委員の先生方も事業化に知見のある方にお願いして、な

おかつ、評価委員会におきましては、全ての提案に対して経営層から事業計画のヒアリン

グを行って、トップレベルでのコミットメントや事業化に対する覚悟をしっかり引き出し

た上で、採択と助成率の評価を行ったという、効果的な評価もできたのではないかと考え

てございます。 

 以上がＢｅｙｏｎｄ５Ｇの関係でございまして、時間が残り３分ぐらいになりましたの

で、以降は少しかいつまんでご説明したいと思います。３５ページを御覧下さい。⑦でご

ざいますが、我が国唯一のＩＣＴを専門する公的研究機関として、ＮＩＣＴにおきまして

は、ＩＣＴ俯瞰報告書というのを初めて作成し、公表しています。ここではＩＣＴ分野の

国内外の最新の研究活動動向をまとめて、政策立案者の方とか、あるいは産業界の方々、

アカデミアの方々に参照してもらいたいと考えているところです。 

 次に、３９ページを御覧ください。ここの③に、先ほど理事長からも言及ありましたと

おり、科技・イノベ活性化法に基づく成果活用型出資業務ということで、インターステラ

テクノロジーに対して機構として初めて出資を行っています。この出資に当たっては、出

資等審査委員会での審議、それから理事会の決定を経ているというものでございます。 

 それから、４４ページを御覧いただければと思います。こちらは標準化の関係です。Ｂ

ｅｙｏｎｄ５Ｇの国際標準化につきましては、昨年１１月にＩＴＵ－Ｒで、Ｂｅｙｏｎｄ

５Ｇ関連で初めての標準であるＩＭＴ－２０３０フレームワーク勧告が承認されています。

そこにおいて、テラヘルツ、ＮＴＮ、ら時空間同期の３項目について、ＮＩＣＴの研究技

術に基づいて数値目標を提案いたしまして、ＩＭＴ－２０３０の研究目標として反映され

たことは、重要な成果かではないかと考えています。 

 ４８ページにスキップいただいてよろしいでしょうか。こちらは機構の技術シーズ、Ｎ

ｅｒｖｅＮｅｔというのがございます。これは国土強靱化に資する技術シーズでございま

して、国内では和歌山県の白浜町とか延岡市において、基地局の整備が進んでいるという

ところでございますし、北海道の更別村でも今年度から運用開始と聞いてございます。こ

れらに加えて、さらに③にございますとおり、海外展開として、ＡＰＴのパイロットプロ

ジェクトではありますが、ネパール政府に採択されて、令和６年２月に域内ネットワーク

が完成しているという状況でございまして、国内のみならず海外展開まで進展したことは、

非常に大きな成果と言えるのではないかと考えているところです。 
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 そのほか、ベンチャー支援、起業家万博・甲子園などもございますが、業務運営の関係

で２点だけ、最後に紹介させていただければと思います。５６ページを御覧下さい。 

 人事に関する点、これも先ほど理事長からも御説明ありましたが、２－１にございます

とおり、昨年、特に女性を対象とした公募を初めて行いまして、パーマネント研究職と研

究技術職２４名のうち女性１０名、女性の採用比率が４２％に達したという成果が上がっ

ております。 

 それから、２－２ですが、ＡＩとかサイバーセキュリティといった国の重要な政策目標

達成のために必要な研究課題に従事する研究者につきましては、特定研究員、特定研究技

術員ということで指定いたしまして、これはなかなか民間からの引き抜きの圧力も強いと

ころですが、ここに必要な手当を支給することで、優秀な研究人材の民間への流出を防い

でいるというところでございます。 

 それから、次のページ、５７ページを御覧下さい。コンプライアンスの環境を１点補足

させていただきます。右側、コンプライアンスの確保ということで、３つ目のポツには研

究インテグリティの関係に取り組んでいるとございますとおり、特に機構としては研究イ

ンテグリティの確保というのは非常に重要と考えてございまして、そのために対応する委

員会を設置しています。例えば懸念国からＮＩＣＴの研究者が影響を受けるというような

ことを防がなければならないですし、また、機構が国際的な信頼性をしっかり伴った上で

研究を進めていくことが大事だと思いますので、この辺りのリスクマネジメントについて

もしっかり対応しているところでございます。 

 若干時間が押しまして、大変恐縮でございますが、新田からは以上でございます。あり

がとうございました。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。大変幅広く、また深い活動をなさっていらっ

しゃいますので、御説明は大変だったかと思います。 

 それでは、委員の皆さん、また専門委員の皆様、これからの個別のヒアリングが始まり

ますが、それに先立ちまして、理事長、また新田理事から御説明をいただきましたので、

この機会に、ヒアリングを行う前の全体的なことに関しまして、御質問、御意見などをお

願いできればと思います。チャットでもいいですし、お声かけいただいても結構ですが、

何か御質問ございませんか。 

【村瀬専門委員】  せっかくの機会ですので、徳田理事長にお伺いしたいんですけれど

も、先週、兵庫のＩＣＴセンターの見学をさせていただきまして、そちらではかなり先端
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的な研究分野、特に生物関係、ショウジョウバエの行動モデルとか、そういうのもやられ

ていて非常に興味深かったんですが、かなりＩＣＴそのものとは生物のモデルの研究は距

離がありまして、そのときの御説明でも、生物学的な見地で得られたモデルとかデータを

ＩＣＴのデジタル活用にどのように結びつけていくかがチャレンジであり、研究のテーマ

でもありますということで、生物学的なロボットみたいなものを介在してというようなこ

とをおっしゃっていたんですが、何か理事長で、かなり将来的な生物的な研究をどうこれ

からのＩＣＴに結びつけていくかというようなところ、お考えがあればお聞きしたいとい

うところです。 

【徳田理事長】  どうもありがとうございます。私たち、実は長期的には大変期待して

いるところでして、今まで私たちが住んでいる社会で起きているＩＣＴの革新というのは

体の外で起きていました。今後の５０年を例えば見据えますと、ＩＣＴの革新というのが

体の中に入ってくるというのは確実ですけれども、例えばインスリンの患者の方たちのイ

ンスリンのコントロール用チップを埋め込んで、体の中のコントロールと従来の情報の仕

組みを組み込んだ形でハイブリッドでやるというようなことも実験されています。まず、

御質問ありがとうございます、ＮＩＣＴの中では、バイオインスパイアードな形で生物の

仕組みに学ぶＩＣＴの仕組みを考えていきましょうという大きなフラグが上がっています。

従来ですと、真理の追求で、絶えず例えば細胞間がどう通信しているかという、細胞間の

挙動をミクロにどんどん追求していって、真理の追求だけになってしまう形があるのです

が、すなわち例えば化学的な解析だけで終わってしまう場合もあります。我々はどちらか

というと情報の視点から、情報システムの視点から、細胞間がどのように情報を渡して取

り込んで制御しているかとか、まずその枠組みを少し、情報システムの枠組み、情報通信

システムの枠組みでモデル化してくださいということを言っています。 

 ただ、当然彼らは生物系のサイエンスの研究者の方たちが多いので、例えば一つですけ

れども、ショウジョウバエの中の機能の中で、彼らが物にぶつからないという障害物回避

をあの小さなハエの脳の中で制御しています。実際のニューロンの中でどういうネットワ

ークが組まれていて、どういう形で運動を制御して障害物回避しているかというようなこ

とがくみ取れると、それをエンジニアリング的にニューロモーフィックチップ上で実現し

たり、デジタルシミュレーションで使ったりということが可能となります。今は例えば雄

と雌の求愛行動に関する脳の解析なども実施していますが、様々なショウジョウバエなら

ショウジョウバエの行動制御やメカニズムを分析することによって、それらをエンジニア
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リング的に展開して、他の外部の研究者の方たちと連携が必須になると思いますけれども、

いろいろな形で情報通信の枠組みに研究成果を拡張して転化していければと期待しており

ます。よろしいでしょうか。 

【村瀬専門委員】  ありがとうございます。まさに今、理事長がおっしゃられたような

アプローチ、かなり今も意識されているようですが、例えばドローンの自律制御というよ

うなところに生かしていきたいとおっしゃっていて、非常にいいアプローチだなと思いま

した。 

 一方で、例えば今、生成ＡＩ、どんどんマルチモーダル化されてきて、この前のＧＰＴ

－４ｏ、ｏｍｎｉのように、何というか、人間をまねするというレベルでは、もう相当先

に進んでいってしまっていますので、従来、テキストとか音声、動画とか、今のデジタル

情報を学習するだけでそこまで行っちゃっているので、それに対してどうＮＩＣＴとして

競争力を持つかというと、先ほどおっしゃられたような、本当に生物の内側の情報をＩＣ

Ｔに生かすみたいなところが重要になっていくんじゃないかなと非常に感じました。 

 逆に生体情報をいかにモデル化するかみたいなのも人間がやるのはかなり難しくなって

いるので、ＡＩとか生かしたらどうですかとその場でも質問させてもらったんですが、Ａ

Ｉの勉強をするのは大変でみたいな、生物学の観点からいうとかなりハードル高そうなの

で、ぜひ、せっかくＮＩＣＴさんの場合、せっかくやられているんで、ＡＩの専門家のほ

うも生物学的なところに入っていってみたいな形でもやってもらうといいんじゃないかな

と思いました。 

【徳田理事長】  御指摘どうもありがとうございます。実はサイバーセキュリティのチ

ームは、生成ＡＩのチームと今、連携しておりまして、サイバー脅威や何かのインテリジ

ェンス情報の分析にどう生成ＡＩを使うかということで協業が始まっておりますので、御

指摘のように、生物系の研究者の方たちも、生成ＡＩの方たち、ＡＩ研究者と連携を強化

できればと思います。ありがとうございます。 

【村瀬専門委員】  よろしくお願いいたします。 

【尾家部会長】  どうもありがとうございます。そのほか、御質問ございませんか。 

 尾辻先生、お願いします。 

【尾辻委員】  尾辻でございます。ありがとうございます。徳田理事にお伺いしたいと

思うんですけれども、今、最後の業績等の説明のスライドの中の２９ページのところで、

標準化活動の一環という位置づけでしょうか、ＩＯＷＮグローバルフォーラムへの寄与文



 -29- 

書の入力について御紹介があったところだと思います。 

 それで、御承知のとおり、ＮＴＴはＩＯＷＮ構想を非常に大きなアライアンスとして、

いろいろな企業、大学機関等を巻き込んで、グローバルフォーラムという形で展開してい

るところだと思いますし、一方でＮＩＣＴは、我が国の情報通信研究に関する国研として

のＣＯＥとしての役割があると思うんです。この両方の組織が、何と申しますか、車の両

輪となって、お互いにある種有機的な連携を図りながら、情報共有とか、あるいは研究開

発の企画とか、そういった部分で、胸襟を開いてお互いに切磋琢磨あるいは有機的な連携

を深めるような、何かそういった国としての戦略的な取組があればいいなというのを外野

の立場で俯瞰的に見ているんですけれども、その辺のことにつきまして、理事のお考えを

ぜひお聞かせいただきたいと思いました。以上です。 

【徳田理事長】  私のほうでよろしいでしょうか。 

【尾辻委員】  新田様のほうがよろしいですかね。失礼しました。 

【徳田理事長】  その後、私がフォローしますので。 

【尾辻委員】  よろしくお願いいたします。 

【徳田理事長】  どうしましょう、新田さん。私のほうがいいですか。 

【新田理事】  では、私から思うところを御説明させていただきます。 

 尾辻先生がおっしゃられたとおり、まさに国研としてのＮＩＣＴと、ＮＴＴのような、

基礎研究もある程度実施した上で社会実装も推進できるようなグローバル企業があります

が、我が国としては両輪で、お互いに切磋琢磨する部分と、それから協力する部分という

のをある程度見極めながら研究開発を進めていくべきかと思います。 

 先ほどご説明した世界最高水準のマルチコアファイバーの研究開発のようなところで切

磋琢磨することもあるでしょうし、あるいは、一つの事業者だけでは解決が難しい課題の

ようなもの、例えばネットワークに障害が起こった際に、どのように他の事業者のネット

ワークリソースを有効に活用していくかといった研究課題というのは、一とか企業で取り

組むよりも、私どもＮＩＣＴのような公的な研究機関で、ＮＴＴや他の通信事業者やメー

カの知見も得ながら、複数事業者と連携しながら研究を進めていくのが適当な研究課題も

あるかと思います。切磋琢磨と、それから共同して研究開発を進めるという両輪で研究開

発を推進できればいいのかなと考えているところでございます。 

【徳田理事長】  ありがとうございます。私からも少しだけ補足で。実はＩＯＷＮが発

足するときに、私たちもＮＴＴの方と連絡をとって、ＮＩＣＴさんはお金がないので、大
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学と同じようなレベルのメンバーシップフィーを設定しましたから、徳田さんいかがでし

ょうかというお話も受けました。実は、ＮＩＣＴの中に持ち帰りまして量子関係の技術者

と話したときに、いや、これは非常にいい機会だから、積極的にステアリングレベルのお

金を払ってでも、世界に日本の量子技術のいいところをＩＯＷＮと協力しながら展開して

いくいい機会だということで、実は量子セキュリティに関しては、高いレベルのお金を払

って戦略的に連携をしています。 

 それからまた、私たちのところでは、今、新田理事が言われたように、中立的な立場で

すので、様々な企業がオール光のネットワークを入れていったときの共通の基盤ですね、

それを実験するようなもの、これは総務省さんからもお金がついてきています。共通の基

盤を国レベルできちっと構築し、評価し、実運用に耐えられるものにしていくというよう

な、競争や協力もしながら切磋琢磨して、オール光のネットワークとオール光のコンピュ

ーティングをつくることが、多分日本にとっては非常に重要で、国際的貢献が高いところ

になるのではないかなと期待しております。 

【尾辻委員】  詳しい説明、ありがとうございました。改正ＮＴＴ法が４月に成立いた

しましたので、いよいよ社会貢献的な利益を追求する企業としてなかなか難しくなってき

た部分があるのではないかということを非常に懸念しておりまして、そういう意味からし

ても、国として、基礎基盤研究、情報通信の部分を根底から支える体制というのを強化す

る必要があるのではないかということを考えておりますので、ぜひその辺りもケアいただ

ければありがたく存じます。ありがとうございました。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。そのほか、橋本先生、手が挙がっていました

ね。いかがでしょうか。 

【橋本専門委員】  質問というよりはコメントですけれども、先日、未来ＩＣＴ研究所

に視察に行かせていただいて、すばらしい研究で本当に感銘を受けたんですけれども、登

場された方々が皆さん男性の研究者で、本当にほとんど女性の研究者がいらっしゃらなか

ったということが、私にとっては一つ気になったポイントではありました。 

 しかし、今日、徳田先生、新田さんのお話を伺って、非常に女性研究者の採用に力を入

れていらっしゃるということを伺ったので、安心するとともに、分野的な問題があるとは

思うんですけれども、ぜひ、先ほどのバイオの観点で異分野統合するとか、そうしたとこ

ろに対しましては、多様な人材というのはもちろん言うまでもないんですけれども必要だ

と思いますので、ぜひイニシアチブを進めていっていただければなと感じた次第です。特



 -31- 

に質問ではないんですけれども、こうした感想を持ちました。以上です。 

【徳田理事長】  コメント、どうもありがとうございます。御指摘のように、先ほども

触れましたけれども、まだまだＮＩＣＴ全体としましては１３.６％という非常に低いレ

ベルですので、フィフティフィフティに行けば一番いいのですけれども、まずそれに向か

って、女性の採用というのを１回限りではなくて定期的にやって、何とか私たち執行部と

しては増やしていきたいと思っています。ありがとうございます。 

【橋本専門委員】  ありがとうございます。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。そのほか、御質問、御意見などございません

か。  前原先生、お願いします。 

【前原専門委員】  前原です。専門委員を仰せつかっております。私も先日、未来ＩＣ

Ｔ研究所に訪問をさせていただきまして、徳田理事長からお話ございましたように、まさ

にいつも見ているエンジニアリングから見た情報通信といった観点ではなくて、サイエン

スから見た情報通信を１日勉強させていただきまして、大変見識を深めさせていただきま

した。本当にどうもありがとうございました。 

 私からは、簡単な要望といった形になろうかと思うのですけれども、これまで私の感覚

ですと、情報通信研究機構は博士課程を修了した方しか逆に言うと入れないといったイメ

ージがありまして、今回、修士課程の学生さんもリクルートの対象になっているというこ

とで、新たな情報をいただいたところでございます。このような取り組みは、まさにＮＩ

ＣＴの高度人材のリソース確保に加えて、最近言われております、博士課程の修了者、学

位取得者を増やしていくという国の高度人材の確保の施策にもつながる大変有効なアプロ

ーチと思っておりますし、これは、ぜひ今後周知に力を入れていただきますと大変ありが

たいと思っております。ＮＩＣＴの研究のさらなる発展、そして国の施策にも直接つなが

るところだと思いますので、ぜひ推進いただければと思っております。どうぞよろしくお

願いいたします。簡単な要望でございます。 

【徳田理事長】  前原先生、どうも御指摘ありがとうございます。私たちももっと広報

に力を入れて、非常に今年もちょうど今週、先週と面接をしているのですが、私自身も興

味がありまして、手を挙げてくださった候補者に直接お聞きしました。彼らにとっては非

常にいい機会だから、ぜひ手を挙げたいということで来てくださって、かつ、ドクターに

進学して、ドクターを取ることにも意欲的な学生さんが多くいるので、非常に私たちもも

っと宣伝して、優秀な方に入っていただければと思っています。ありがとうございます。 
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【前原専門委員】  ありがとうございます。まさにＮＩＣＴと大学で協力して、１人で

も多くの高度人材の育成に貢献できればと思いますので、よろしくお願いいたします。あ

りがとうございます。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。そのほか何か御質問、御意見ございませんか。 

  森田先生、お願いします。 

【森田専門委員】  専門委員をさせていただいております森田です。先日、私も未来Ｉ

ＣＴ研究所を見学させていただいて、大変ありがとうございました。そのときも最後コメ

ントでお伝えしましたし、村瀬先生もおっしゃっていたんですけれども、私はとてもバイ

オＩＣＴの視察をしまして、非常に生物というところから、情報、ＩＣＴを、結果、こう、

生物をまねるという観点のＭｏＵが始まったということはとてもいいことだと思っていま

す。 

 先ほど新田理事の御説明で気になったんですけれども、日本の弱みと強みというような

表現がございまして、私の研究している中で、実は２０２３年度のＩＭＤから出ました世

界デジタル競争力というのがありまして、その中で、９領域５４因子というので、非常に

細かく日本の強みと弱みというのが表示されているんです。日本が一番弱いのは、ビッグ

データの活用。異分野融合のお話しましたけれども、生物とＩＣＴというようなことをし

ていく上では、今回審査に当たります、私も担当しているんですけれども、分野横断的な

研究ということと、あと、人材育成ももちろんそうですが、国の規制とかそういったとこ

ろが強いのは、米国、オランダと、ヨーロッパを含めて入っているんですけれども、日本

は極めて、ビッグデータなんて最下位です。そういったところで、今回の審査で規制のこ

ととか、インフラという意味では、ＩＣＴを整備してデジタル競争力をつけていくという

ところで意識されていることがありましたら教えていただきたいと思います。 

【徳田理事長】  まず、新田さんからコメントを少しいただけますか。 

【新田理事】  すみません、音声が一部途切れておりますので、先生の御質問を完全に

受け止め切れていなかったかもしれませんが、日本の強み・弱みの観点について、先ほど

事例といたしましては、光ネットワークインフラの研究開発については、日本としては今、

強みのある分野で、ここをしっかり伸ばして競争力をつけるということは、国際競争力の

強化のためにとるべき戦略だと思います。ただ一方で、弱いところを世界に置いていかれ

ないようどうキャッチアップしていくのかという戦略も今後必要かと考えています。 

 先ほどご説明した無線チップについては、現在、スマホに搭載されている無線チップは
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海外勢に先を越されている状況との御説明を差し上げましたが、先生のご発言で紹介され

た内容は、ビッグデータの活用も我が国は世界に結構遅れているというご指摘でしょうか。 

【森田専門委員】  最下位です。 

【新田理事】  最下位ということですね。これはＡＩの研究開発にも関係するところで

あろうかと思います。先ほど、大量のインターネット上のウェブデータを収集して生成Ａ

Ｉの開発にまでつなげているというところを御紹介させていただきましたが、まだほかの

海外のビッグテックに比べると、かけているリソースの差もかなり激しいというところも

ありますが、同じようなリソースをかけることが現実的ではないとすると、その中でも日

本の強みをどこに見出し延ばしていくべきかという戦略が重要と考えます。例えば、日本

語に特化したシステムに注力して攻めるなどの戦略が重要となるかも知れません。これに

ついては、関係する政府機関とかともしっかり連携しながら戦略を立てていければなと考

えております。以上でございます。 

【徳田理事長】  簡単に補足で。ＮＩＣＴへの御指摘、どうもありがとうございます。

ビッグデータに関しては様々なプロジェクトが国内でもスタートしていました。例えば生

成ＡＩに関しては、アメリカでもそうですが、アメリカの大学で論文を書けているところ

はほとんどなくて、ＧＡＦＡＭと連携している大学が中心になって、大規模データをマネ

ージし、大量の２万枚とか数万枚のＧＰＧＰＵを使って処理しているのですが、日本国内

では、ＮＩＣＴでも１,０００枚未満ですし、理研さんも少ないですし、数万枚持っている

研究機関はありません。 

 ですから、ＮＩＣＴのようなところが事前学習のための大規模なデータを整備して、か

つ、コンピューティングリソースを大学であったり他の国研と協力して研究者に提供でき

ることが進めば、今、先生が言われているような弱点の改善につながっていくかなと期待

しています。総務省をはじめ、ＮＩＣＴには、日本語のデータセット、これは単に誤情報

や何もかも入ったたくさんのデータセットだと非常に問題が多いですので、クリーンにし

たデータセットを提供できるような活動も進めていますので、改善につながればと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

【森田専門委員】  ありがとうございました。そういった生物バイオとバイオＩＣＴと

の研究を進めていく上でも、非常にそういった仕組みとか、今言われたように産学連携の

ところとか、テクノロジー単独ではないところが必要になっていくと思いますので、期待

していますので、どうぞよろしくお願いいたします。以上とさせていただきたいと思いま
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す。ありがとうございました。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。そのほか何か。 

大場先生、お願いします。 

【大場部会長代理】  徳田理事長から、令和６年度における主な取組の中で、研究者の

処遇改善と人材確保という話がありました。一方、昨年度、たしかユニバーサルコミュニ

ケーション分野で人材が流出したという話があったかと思うんですが、この取組によって、

ユニバーサルコミュニケーション分野においての流出と、あるいは地域の人材確保に対す

る改善は図られたんでしょうかというのが質問です。私の感覚からすると、ユニバーサル

コミュニケーション分野の成果が非常に出ているので、大きな痛手はあまりなかったのか

なと想像しますが、その辺り、いかがでしょうか。 

【徳田理事長】  御指摘どうもありがとうございます。まさに、長年、ユニバーサルコ

ミュニケーション研究所は非常に高度な研究者を維持して研究活動をしていたわけですけ

れども、今から数年前に、ＧＡＦＡＭの方たちがたくさんＮＩＣＴにいる高度人材に目を

つけられてオファーが出て、５、６名以上抜けたことがあります。それで、今の特例任用

制度、特定研究開発課題に従事する職員に対して研究員特別手当というものを提供したの

ですけれども、今年度はさらにその額を少し改正して、国のプロジェクトが止まってしま

いますので、もう少し民間とのギャップを埋められればなと思っておりますけれども、お

金だけではないので、大場先生御存じのように、企業のほうもどんどん給与は上がってい

ますので、私たちは、研究環境であったり、研究のデータ、実際に研究者として使いたい

データをきちっとＮＩＣＴが持っていて、計算リソースも持っていて、非常にニュートラ

ルな環境でできるというようなトータルな仕組みで対抗せざるを得ません。それで、なか

なか出たり入ったりというのは、今はそんなに多くの方が抜けている状況ではありません

ので、何とか持ちこたえているという状況が現状かなと思っております。 

 ただ若い方たちは、先ほど修士の方のお話もありましたけれども、ＮＩＣＴのまさに持

っているデータとか計算リソースに手が挙がって、私はぜひユニバーサルコミュニケーシ

ョン研究所で働いてみたいという方も現れていますので、もう少し私たちが宣伝をして、

非常に貴重な計算データとデータセットとリソースを持っているんだということをもう少

しアピールできると、さらに優秀な方が集まってきてくれるかなと思って期待しておりま

す。 

【大場部会長代理】  ありがとうございます。徳田理事長、ありがとうございます。私
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もお金だけじゃないなと思っていまして、今回、ＮＩＣＴの取組というのは非常にいいな

と感じました。特に、若手の研究者ですか、大学院、ドクターコース辺りの若手研究者の

ハンティングみたいな感じというか、ＮＩＣＴのよさをきちんと理解してもらえるような

環境づくりにして、より魅力的なアピール、そして成果が出るように期待しております。

環境づくりに邁進していただければと思います。以上です。ありがとうございました。 

【徳田理事長】  ありがとうございます。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。そのほか御質問、御意見ございませんか。 

【若林委員】  若林です。 

【尾家部会長】  若林さん、お願いします。ネットの調子がよろしくないですかね。私

だけでしょうか。 

【横谷補佐】  若林先生、事務局でございます。こちらにも音声が届きづらいですけれ

ども。 

【若林委員】  やめときます。また次回。ごめんなさい、ありがとうございます。 

【尾家部会長】  すみません。森井先生、お願いします。 

【森井専門委員】  どうも、森井です。今回の御発表というか、御説明に関する意見で

はないんですけれども、来月からヒアリングが始まるということで、重点分野にもなって

いますけれども、サイバーセキュリティ分野に関してですけれども、今回の説明で、かな

り演習とか調査とか、特に産学連携基盤としてのサービスの提供みたいなところが、今日

の説明では結構印象に残っていて、そこが強化されているということで、特にＣＹＮＥＸ

アライアンスが動き出したということですけれども、１０月１日から動いてまだ半年しか

たっていませんから、あまり分からないんですけれども、それがどういうアウトプットを

期待して、というのはもっと具体的にということですけれども、どういうのが出そうだ、

あるいはもう最近出かかっているということを、次回のヒアリングのときにぜひお伺いし

たいと思いますので、説明をお願いしたいと思います。 

 全体的に、ＳｅｃＨａｃｋも含めてですけれども、それを行った結果がどのように波及

しているということをぜひお願いしたいということで、あとＩｏＴの調査も含めてですけ

れども、それも調査ということになっているんですけれども、その結果をインターネット

の事業者に報告をしているということですけれども、その結果、何にどうなっているのか

というのを、なかなかそれはＮＩＣＴの本筋のところではないとは思うんですけれども、

どのようになっているのかということも聞かせていただければと、今の事業の意義がはっ
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きりしてくると思いますので、ぜひお願いします。 

 単なる要望ですけれども、以上です。 

【徳田理事長】  森井先生、どうも重要な御指摘ありがとうございます。本日は非常に

時間が限られている中でさらっと言ってしまいましたので、実際に本当にどういう成果が

上がっているかは、項目別ヒアリングで御報告させていただければと思います。御指摘あ

りがとうございました。 

【森井専門委員】  お願いします。 

【尾家部会長】  ありがとうございます。もう時間が参りましたけれども、私から一つ

だけ。 

 徳田理事長、どうも御説明ありがとうございます。この部会自体は年度ごととか期単位

の評価とはなるんですが、今、御説明いただいた中では、年度を超えてとか期を超えて活

動された結果が今出てきているものもあるように感じています。 

 御説明ありました、例えばマルチコアの光ファイバーの海底ケーブル、世界初だったと

思いますけれども、これに関しても、ＮＩＣＴさんがもう十何年前から、恐らくＮＩＣＴ

の委託研究とか、その後、総務省の委託研究などをキックオフされた結果、このようにつ

ながっていると理解をしているんですが、ただ、多分その成果の捉え方というんですか、

見せ方については工夫が必要なのかなと。この辺り、トップの企業の方から何か御認識を

いただければ、もうちょっと皆さんの理解も深まるのかなとか、何かその辺りをぜひ工夫

されるといいのかなと思っています。 

 あと、合成開口レーダーも、前回熊本地震でも活躍されましたし、今回、能登地震でも、

その辺りも、ＮＩＣＴさんが持っていらっしゃる技術力の高さを裏づける何かについて、

何かうまくもっと評価が上がるのかなとは思っております。ぜひせっかくですので、成果

の最大化の後の評価の最大化というんですか、されることも進められると、より共感が得

られると思いますので、よろしくお願いします。 

【徳田理事長】  どうも御指摘ありがとうございます。情報の発信の仕方がまだまだ足

りない部分がありますので、今いただいた御指摘を基に改善していきたいと思います。あ

りがとうございます。 

【尾家部会長】  よろしくお願いします。１点だけ、ダイバーシティについてお話があ

るんですが、最近、ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョンというＤＥ＆Ｉとい

う、恐らくなさっていることはそういうことではないかと思いますので、もしそういう方
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向であれば、そのような表現もいいのかなとは思いました。 

【徳田理事長】  御指摘ありがとうございます。 

【尾家部会長】  どうも本当にありがとうございます。私自身が時間を超えてしまって

すみません。 

 それでは、皆様方から大変有益な御質問をいただきました。また、理事長、新田理事、

どうもありがとうございました。 

【徳田理事長】  ありがとうございました。 

【尾家部会長】  それでは、今後、個別のヒアリングにおきましても、委員の皆様、専

門委員の皆様、活発な質疑をいただければと思っております。 

 時間を超えて申し訳ありません。本日の議題は以上となります。 

 事務局から御連絡などありましたら、お願いいたします。 

【横谷補佐】  事務局でございます。本日はどうもありがとうございました。先ほど若

林先生の音声が途切れてしまったことにつきましては、もしよろしければ、後ほどメール

などで御意見を頂戴したいと思います。 

 それでは、今後のスケジュールにつきまして、先ほど御案内いたしましたように、６月

から７月にかけて、評価項目ごとのヒアリングを実施いたします。ヒアリング後に御担当

の皆様から評価調書を提出いただきますので、御対応よろしくお願いします。その後、次

回のＮＩＣＴ部会を７月１０日水曜日の１０時から予定しております。どうぞよろしくお

願いします。 

 事務局からは以上でございます。 

 

閉  会 

【尾家部会長】  どうもありがとうございます。 

 それでは、以上をもちまして、第４５回総務省国立研究開発法人審議会情報通信研究機

構部会を終了いたします。皆様、本日は誠にありがとうございました。 


